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情報源

・情報を取り入れるもととなるもの
・一次情報
・自分自身が経験して得たり考察して得たりした情報
・他の人の判断のない生の情報
・チキンタツタを食べておいしいと思う

・一次情報を集めるには手間がかかる



情報源

・情報を取り入れるもととなるもの
・二次情報
・書籍やWebサイトなど，すでにまとめられた情報
・他の人の評価が加わった加工済みの情報
・情報の発信者の意図が介在する（情報の目的性）
・チキンタツタを食べた人からおいしいと聞く

・一次情報と比べて多くの情報を集めやすい



情報源

・情報を取り入れるもととなるもの
・クロスチェック（相互確認）
・複数の情報源からの情報を照らし合わせて
検証すること
・二次情報は信憑性が低いことがある
（信用できる度合いが低い）
・個人が発信した情報は信憑性が低いことが多い
・発信した個人の評価を確認するとよい

・政府，専門機関から保証された情報は信憑性が高い



情報とメディア

・情報を伝えるには人間が知覚できるよう変換する必要がある
・表現メディア
・情報を表現するためのメディア
・メディアによって含めることができる情報や
含められない情報がある
・文字
・正確かつ詳細に表現できる
・色や形を伝えづらい
・受信者によっては伝わりづらい

・音
・向きに影響されない
・再生時間による制限がある



情報とメディア

・情報を伝えるには人間が知覚できるよう変換する必要がある
・表現メディア
・情報を表現するためのメディア
・メディアによって含めることができる情報や
含められない情報がある
・静止画・図形
・瞬時に情報を伝えられる
・人によって解釈が分かれることがある

・映像
・動きのある変化を伝えやすい
・再生時間による制限がある



情報とメディア

・情報を伝えるには人間が知覚できるよう変換する必要がある
・伝達メディア
・通信メディア
・情報を離れた場所に伝えるためのメディア
（空間的に伝達するメディア）
・通信ケーブル（デジタル信号など）
・空気（音など）



情報とメディア

・情報を伝えるには人間が知覚できるよう変換する必要がある
・伝達メディア
・記録メディア（物理メディア）
・情報を保存するためのメディア
（時間的に伝達するメディア）
・紙
・USBメモリ
・HDD・SSD



情報とメディア

・情報を伝えるには人間が知覚できるよう変換する必要がある
・情報メディア
・情報を人々に伝えるためのメディア
・本
・スマホ
・Webページ


